
時国: 海畿の組踊(綜述) 93 

Desmarestia tlIridis (MULL.) LAMOUR. グクルジグサ

中村， 1925， p. 221 ;岡村， 1936; p. 215 ;東， 1936， p.3; TAKAMATSU， 1939， 

p.36;大島， 1950， p. 36. 

産地: 能生(中村， l. c.)， 小泊(蔚藤， 5月， 1956)，木浦 u斉藤， 5月，
1958) 

Summary 

An annotated Jist of thirteen species of marine algae from Nou， in Echigo 
and vicinity on the Japan Sea co鎚 tof Honshu is given here as an addition 
ωthe writer's previous list (1956). These species were studied by examining 
th目specimenscollected by the writer himself with a single exception that is 
a specimen of Pad'伽aarborc81J側 8collected by Mr. Aso. One of the species 
whi巴hno doubt belongs to the genus Dictyot宿泊 leれ undetermineduntil fer-
tile specim個目 andfurlher informations are obtained. A single specimen of 
Spat.加'glo田umvariabile wiぬ tetrasporangiawas coUected 1舗tJ une， as illus-
trated in Fig.4. 
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海 藻 の 癌 腫 (綜述)

時国 師事

J. TOKIDA: A review on galls in seaweeds 

海藻の体の上lζ痛ができているのを見ることがある。海藻の溜には次の

3種類がある。

後北大水産学部
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9i 線類第6巻第3号昭和33年 12月

1. 海藻自体の繁殖器官 (オゴノ 9の袋果)

2. 寄生海藻の体 (ユナに寄生のベンテンモ)

3. 寄生動植物の刺戟や工場騰水成分の刺戟などにより海藻自体の細

胞が病的の異常増殖してできる腫湯，癌盟 gall(アサクナノリの癌

腫， Fucalesの gall等)

海藻の gallの最も古い記録は BARTON(1891)がダルスで見たもので.体

の一面に突出し，成悶はおそらく附近の細胞内に寄生する copepodの分泌

するらしい黄色物質の刺戟であろうという。線虫類 nematodeも見られるが

体表面にできる干しから砂粒などの異物と同様に体内に入ったものと思うと

て， gallの成因を copepodに帰している。その種名，幼生については最近

HARDlNG (1954)の研究が発表されている。

ダノレスの癌 tuberc¥esはもっと古い記録がある lMERTENs，in ROTH 

1806; TURNER 1808; RUPRECHT 1851)。しかし gallとは考えずにダルスの

褒果としている。 RUPRECHTの記載したものは本当の礎果ではあるまいと

CARRUTHERS (1890)は云う。遠藤 (1911)は北海道で 7-8月の交にダノレスの

棄の両面に散布する半球状の婆果と認むべきものを見ると云い，詳細は将来

の決定lζ侠っと記している (p.662)。日本海藻誌 (p.675)と日本藻類図譜7(9) 

p. 67 (日本文)にはダルスの記載iζ “護果ノ、小ニνテ半球状ニ膨ν表面ニ散在

ス"と記しであるが，何かの間違いと思われる。前者の 322図(3)はダルスの

畿果断面とうっかり思い易いが，実はアナダルスの図である乙とは説明文の

週りである。ともかくダルスの婆果は今日なお未発見で，今までに観察され

た績は，おそらく BARTONの見た gallと同じものと思われる。

さて，海藻の gallILついて今日までに報告されたものを，海藻の種類別，

及び gall:の成因別に列挙してみると次の如くである。

(1) 海言葉の種類別iζみた gaUの記録

紅藻類

Porρhyra tenera KJELLM. アナクナノリ

Chlorochytrium sp.り(緑渓)(遠藤 1911，p. 519)，工場廃水(藤山 1957)

Porρhyra variegata (KJELLM.) Hus フイリタサ， トモエノ 3

糸状紅線 l 種(遠藤，同，~p.519， fig. 148) 

1) 7サクサノリの gallの成因として.ChloroclLytriu蜘 sp.が遠藤 (1911)によって
報告された，という怠味でめる。以下同じ。
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Chantransia spp. チャントランνァ属数種(淡水産)

パクテリヤ (STARMACH 1930) 

Gracilaria verrucosa (HUDS.) P APENF. オゴノリ

パクテリヤ (MEROLA 1952) 

Furcel1aria fastigiata (HUDS.) LAM. フノレケラリア属1種

線虫類 (BARTON1901; COLES 1958) 

ωstoclonium抑ゆlreum(HUDS.) BA'πERS テストクロユクム属1種
パクテ 9ヤ (ScHMITZ 1892; CHEMIN 1927， p.441) 

95 

(本積の溜について:'1、む悶ER1808， p. 18， p1. 9， figs. f， g， h ;溜は Cho-

ret.両~olax Cystoclonii KYLlN 1907， p.127に同じ-ROSENVINGE1931， p. 

596) 

Ahn戸ltiaplicata (Hu回.)FRI酷 ネツキイタニグサ

パクテ Pヤ (ROSENVIl河GE1931， p. 560) 

(本種の nematheciaではない痛について一HARVEY 1846-51， pl. 288， 

fig. 3; ScHMITZ 1893， p. 395; GOMONT 1894， p. 132; CHEMIN 1930， p. 

343) 

Chondrus crisp附巴)STACKH. ツノマタ属1種

パクテリヤ (CHEMIN 1931) 

線虫類 (BARTON 1901; COLES 1958) 

Rhodymenia palmata (L.) G回 V.

筏脚類の Harpacticus chelifer (BARTON 1891) 

焼脚類の Thelastris rhodymeniae (BRADY) (HARDING 1954¥ 

褐藻類

Macrocystis pyrifera (L) AG. 大浮潔(その他ヨシプ回)

パクテりヤ (BRANDT 1923) 

Fucus 11，ιsiculosus L. ヒノ，"タ属1種

線虫類の Halenchus dumnonicus CoLES (COL邸 1958)

Fucus serratus L. ヒパマタ属1種

線虫類の Halenchus dumnonicus CoLES (COL酪 1958)

Ascoρhyllum nodosum LE JOL. アスゴフィルム属1種

線虫類 (BARTON1892) 

線虫類の HaZenchus舟cicoZa(DE MAN) COBB (COL回 1958)
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96 藻類第6巻第3号昭和33年12月

Cystoseira osmundacea (MENZ.) AG. ヤパネモク属 1種

子襲菌の Guignardia irritans SETCH. & ESTEE2) (ESTEE 1913) 

Halidrys dioica GARDN. ハリドゥリス属1種

子彊菌の Guignardia irritans SETCH. & ESTEE') (E訂 EE1913) 

Cystoρhora reiroflexa (LABILL.) J. AG. チストホラ属1種 c 

子褒菌の Otthiella cysto.ρhorae CR1BB & HERllER'l" 

(CRI!3B & HERBERT 1954) 

Sargassum sp. ホンダワラ属1種

子褒菌の Haloguignardia decidua A. B. & j. w. C~IBB 及び H.

longispora A. B. & J. W. CRIBB (A. B. CRIBB & J. W. CRIBB 1956) 

Sargassum sp. ホシダワラ属l積

子褒菌の Haloguignardia tumefaciens (CRIBB & HERBERT) A. B. & 

J. W. CR1BB (A. B. CRIBB & j.W. CRIBB 1956) 

(2) 成因別にみた海藻 gallの記録

A. 非生物的成図
工場廃水中の成分3)• アサクサノリ(藤山 1957)

B. 生物的成因
バタテリヤ:

Chantransia spp. (STARMACH 1930);オゴノ 9(MEROLA 1952); Cys-

toclonium (ScHMITZ 1892， CHEMIN 1927);ネツキイタユグサ (ROSEN-

VJNGE 1931); Chondrus (CHEMIN 1931);大浮藻その他のゴシプ目植物

BRANDT 1923) 

子嚢菌:

Cysioseira (ESTEE 1913); Halidrys (ESTEE 1915); Cystophora (CRIBB 

& HERBERT 1954); Sargassum (A. B. CRIBB & j. W. CRlBB 1956) 

緑藻 ~hlorochytriunt:

アサクサノ 9(遠藤・ 1911)

糸状紅藻:

フイ Fタサ(遠藤 1911)

2) ~Haloguignardi，α irrita悶 (SE'fCH. & EヨTEE)A. B. & J. W. CRlBB， 1956. 
3) 工場廃水中の成分が，アサクサノリの gallの成因として藤山.(1957)によって報告
きれた. という意味である。以下同じ。
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線虫類:

Furcellaria (BARTON 1901， CoLES 1958); Chondrus (BARTON 1901， 

COLES 1958); Fucω(COLES 1958); Asco.ρhyllum (COLES 1958) 

議脚頚:

ダノレス (BARTON 1891， lIARDING 1954) 

以上が，海部の gallについて今日までに知られている概要である。gall

のできるもとである細胞の異常増殖そのものについての検討は，藤山(1957)，

片山・藤山(1957)の研究があるだけである。それによると，異常増殖組織の

細胞は正常細胞K比して大きく，著しい原形質分離を起しており， chromatin 

類が増加し 2個乃至3個の核を有する多核細胞が見られ，核の染色性が著

しく増しており.病業体の核酸，殊lとDNA(desoxyribose nucleic acid)の

含有量を調べてみると発癌初期の病業体lこ特に多い。そのことから，核酸

(DNA)の過剰生産による染色体合成の述進の結果多核細胞が生じ，これが

起源となって異常増殖組織が形成されるものと思われると論じている。広島

県福山港の港外にある海苔場の各地点で採った莱体の DNA量を時期別に測

定し，また港内水路の 6地点に移植した業体の DNA量の時期別変化をし

らべ，発病状態との関係を検討して，工場廃水が或る程度稀釈された地域lζ

病業体の出現し始める乙と，降雨Iζ伴なって薬体の色調が恢復するのが見ら

れるがそれは年度により DNAの時期別絶対量に増減がある事実と関係があ

る乙と，などを述べている。また，発癌物質である nitromin(nitrogen 

mustardの市販品)が濃度 0.1-0.01p.p.m.でアサクサノ 91<::人工的に発癌

させること， X線照射は初期病葉体の発癌を促進し，強度の照射は正常葉体

にも照射局所の死を免かれた細胞に異常増殖を起す乙となどを見ている。両

氏の研究の今後の発展を期待して，この綜述を終ることとする。

Rerume 

Galls in seaweeds are hitherto reported in eight genera of Rhodophyceae 
and in sev回 generaof PhaeopQyceae. They have be組 supposedto be caused 
by par絹 ite88uch. as bacteria， four ascomyceωus fungi， a Chlorochytrium sp.， 
a filamentou8 red alga， nematodes including two species of .Ha.lench叫8，and a 
copepod， or by the polluted艶 awatercontaminated with industrial sewagω. 
The gall of PO中旬ratonora growing in polluted seawater has lately been 
studied cyto・andbioch釦 IIcallyby FUJlYAMA (1957) and KATAYAMA & FUJlYA-
MA (1957} who are of opinion色hatth自 promptedproduction of chromωomes 
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due to excessive increase of nucleic acid (DNA) in the affected tissue of the 

plant wU1 bring about the birth of bi-to tri-nucleate cells which will in their 
turn become色heorigin of abnormally growing tissues. 
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藻類の凍死 (綜述)

照本勲*

1 TERUMOτ。FrostKilling of Algae 

1. 

生物の低湿に対する影響の研究では，先ず第一にその生物の致死温度を

知る必要がある。その生物はなん度で凍死するかというととである。凍死と

いう言葉は，低温又は寒冷のためにお乙る傷害あるいは死滅をあらわす。凍

結とは，細胞に含まれる水分がかたまって氷となる乙とで，植物が凍結した

からといってかならずしも凍死するとはかぎらないし， 又ある植物ではO"C

より高い温度』とおいて，すなわち氷がまだ出来ない温度で凍死するとともあ

る。

乙の観点、から藻類を材料として，普から現在まで観察，又は実験された

主な文献を次l乙記載し，あわせて凍死ににた現象である乾燥死にふれた文献

も参照した。

植物の温度についての研究では，次の要素が必要である。 L実験材料の

骨北海道大学低温科学研究所
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